




要約:全国の主要な新生児集中治療施設 106 施設に 1989 年に入院した病的新生児 23964 名

中、在宅経管栄養となった症例は 104 名であった。 

原因疾患は、先天奇形、重症仮死後遺症、呼吸循環器疾患、先天性筋疾患等で、現在保険

上の経管栄養の適応疾患である栄養障害に該当す疾患はなかった。経管栄養以外に吸引器

の使用、気管切開、在宅酸素療法などの他の在宅治療をも必要とする児が 1/3 を占めてお

り、多方面にわたる医療ニードを持っている事がわかる。 

在宅医療を推進する立場から、これらの児に対する経管栄養の保険適応を含めて建設的な

提言が寄せられたが、また一方経管栄養に消極的な立場の施設からも問題の提起があった。 


